
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

近畿  

 

下関  

 

松江  

 

？？ 
スタートフリー ハーフスタート コントロールクリア マルチ＆ゾーンフィニッシュ 

スタート日時・場所、そしてコース、 

全て自由！ 

８月９日 00:00 より 

ハーフのスタート、 

またはフルの折り返し。 

松江ＰＣ（コントロールポイント）で 

フィニッシュ地点を指示！ 

１１日 12:00～１２日 18:00 

１３日夜の交歓会に合わせて、 

指定時間帯でフィニッシュ！ 

１２日 18:00～１３日 12:00 
 

★再開３年目の今回も、基本の下関往復ルートをメインに実施しますが、自転車は本来自由なもの、オールフリーな走りも

歓迎です。そのため昨年導入のマルチフィニシュ方式にて、規定ＰＣでこっそりフィニッシュ地点をお知らせします！？ 
 

■応募方法・・・所定の用紙に必要事項を記入し、基本参加料＋オプション費を添えて、事務局に現金書留（７月２０日消印有効）で申し

込むか、ホームページからのＷｅｂ申込（７月２３日締切）でお願いします。（詳細は裏面参照） 

― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ※ホー ムペ ー ジ よ り Ｗ ｅ ｂ 申 込 可  ※ コ ピ ー可＊ ― ・ ― 

さんいん1300 申込用紙 
スタート予定：８月  日  時            駅付近 

 

□フル（任意） □３/４（任意） □ハーフ（任意） □１/４（松江発） 

□基本参加費：5000 円（松江サポート費含む） 

□旅行保険Ａ：600円   □旅行保険Ｂ：700円 

□交歓会参加希望    □フィニッシュ宿泊希望 

１）氏名（フリガナ） ５）使用車種・装備・タイヤ 

 

２）住所 〒 

 

 

６）走行予定ルート（地点、通過予定日時） 

３）ＴＥＬ、Ｅメール 

 
 

４）生年月日・血液型 

※高校生以下学年記入：         ＊  

★誓約書・・・・・私は「さんいん１３００」が一般道で行なう個人の責任で走るファストランツーリングであることを承知して参加します。私はもし事故があったとしてもこの企

画の主催者に責任を帰さないことを誓います。また、個人情報の次回ＤＭへの使用を承諾します。 

２０１８年      月      日                          印  ※保護者：                 印 

日付を入れ、自筆でサインし、認印を押して下さい。（●１８才未満は保護者の同意が必要です。） 
＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「街道」「山道」「町の道」。三種のツーリングコンペティ

ションで日本の“未知”を遊ぶ、転遊研からの実験企画

の提案です。自転車遊びは、ソロ活動とレース活動は

法的にも保証されていますが、グループサイクリング

は曖昧な状態です。自転車市民権獲得のための地域

貢献型サイクリングクラブの提案に、ツーリングコンペ

ティションの認知は欠かせないと考えます！ 

近畿発下関往復のロングライドファストランツーリングゲーム、「さ

んいん１３００」。 出走も、車種も、コースも、宿泊も自由！ 規

定ＰＣ通過と、松江ＰＣで知らされるフィニッシュ地点に指定時間

内到着が条件！ 将来的な一期一会の日本一周ルート選定を

視野に、自転車目線でルート探しの出来る仲間も探しています。 

■さんいん１３００事務局・・・〒534-0024 大阪府大阪市都島区東野田町 1-17-27‐1F grupetto 内 

Ｔ．090-5573-9372 Ｆ．03-6368-4６６1 Ｅ．brevet@grupetto.jp 



 

２０１８年夏  ロングライド ファストラン ツーリング ・・・ さんいん１３００実施概要 
 

 

■日程・・・スタート：８月９日0:00より（先行スタート可） ⇒ 松江ＰＣ：１１日12:00～１２日18:00（松江発１/４参加最終出走時刻） ⇒ フィニ

ッシュ：１２日18:00～１３日12:00（遅れても交歓会に間に合えばＯＫ。緩～いルール) →→ 交歓会：１３日17:00～19:00（大阪市内予定） 

■推奨ルート・・・近畿～R９～鳥取～R9～松江～R9～益田～R191 秋吉台経由～下関（往復 1300km/制限時間 110h/平均速度 12kph） 

■オールフリークラス・・・自転車は自由なもの、どこからでも参加できるぞ！というツワモノは、距離を満たせばどんなルートでも参加ＯＫ

です。但し、松江ＰＣに相当する場所（残り約３００ｋｍ地点）を明記した走行計画書を事前に提出し、フィニッシュ地点の指示の受け取り

方法（メール、FAX、他）もお知らせ下さい。その他は、推奨ルートに準じます。 

■主催・運営・・・自転車遊び総合研究会／さんいん１３００運営チーム 

■実施内容・・・近畿発下関往復のロングライドファストランツーリングをベースに、瀬戸内沿岸や松江などから途中参加も可能な、レシート

ゲット等のタスク（課題）があるゲームツーリング。車種やコースや宿泊等の走行スタイルは全て自由で、指定ＰＣ（コントロールポイント：制

限時間等のある無人・有人の関門）通過と、松江ＰＣで指示されるフィニッシュ地点に指定時間内に到着することが必要条件！ 

■応募方法・・・所定の用紙に必要事項を記入し、基本参加料＋オプション費を添えて、事務局に現金書留（７月２０日消印有効）で申し

込むか、ホームページからのＷｅｂ申込（７月２３日締切）でお願いします。 

※参加資格：宿泊を伴うサイクルツーリング経験者（先着３０名＋抽選α名） ★基本参加費５０００円（出走キット、通信費、記念品、松江Ｐ

Ｃサポート費、他）  ★ＯＰ１・旅行保険Ａ（３泊４日）６００円 ★ＯＰ２・旅行保険Ｂ（６泊７日）７００円 ※８日以

上はお問い合わせ下さい。 ※松江ＰＣは仮眠所を用意します。交歓会費（２０００円程度）は当日徴収しま

す。走行中のサポートは基本的に行いません。フィニッシュ地点宿泊希望者はお問い合わせ下さい。 

■さんいん１３００事務局・・・〒534-0024 大阪府大阪市都島区東野田町 1-17-27‐1F grupetto内 

Ｔ．090-5573-9372 Ｆ．03-6368-4６６1 Ｅ．brevet@grupetto.jp  ＵＲＬ http://www.bike-joy.com/Sanin1300.htm 

■出走方法・・・①出走計画確認書をスタート前に提出。／／②スタートはルート・エヌ方式。（場所と時刻が判る切符購入やレシートゲット

のセルフチェック）／／③通過チェックと定時連絡。（走行ルート証明として５０～６０ｋｍ毎にセルフチェックを、また朝と夕方に定時連絡

を。）／／④完走基準は１２ｋｐｈ。（如何に旅を楽しんだかが重要！仮眠や休憩を含む平均速度とするため１３００ｋｍ約１１０時間が目安。

完走基準を満たさない走行スタイルも歓迎！輪行やショートカットのエスケープルートも要確保！）／／⑤フィニッシュはマルチチョイス方

式。（松江 PC で複数のフィニッシュ地点から抽選で指示。） 

※参加案内：７月末にルール詳細や追加・変更事項、及び計画確認書を出走キットとして郵送します。 

※スタート目安：「フル」はトータル１２００ｋｍ以上になる任意地点、「３/４」や「ハーフ」も距離を満たす任意地点、「クオーター」は松江限定

（オールフリーは任意）。１４日夜の交歓会から逆算すると、近畿発は１０日早朝、下関発は１２日午前、松江発は１３日夕方。 

※ブルベ（認定）：フル（１２００ｋｍ以上）、３/４（９００ｋｍ以上）、ハーフ（６００ｋｍ以上）、クオーター（３００ｋｍ以上）の出走認定証を発行しま

す。また“旅”を認定するため、輪行やヒッチハイクの移動でも可とします。 

●参加心得：当会では、オープンロードで時間管理や成績や記録を伴う自転車遊び、特に「サイクルオリエンテーリング」「ＭＴＢラリーレイ

ド」「ファストランツーリング」の総称として「ツーリングコンペティション」を提唱しています。それらは“みち”を遊ぶサイクルツーリングであ

り、サイクルツーリストとして、その場での判断は個人の責任で行い、何事にも対峙することを理解して参加して下さい。 

●参加注意事項：ロングライドファストランツーリングは時として無理な走行を強いられる場合があります。気象条件（雨、風、気温変化）や

夜間走行、峠越えなどの外的要因、補給、体調管理、マシントラブルなどの自己要因が考えられ、万全の準備と、経験が要求されます。

身を護るヘルメット、反射材、予備ライト、２リットルの水、救急セット、工具など、必携の持ち物もあります。無理を感じた場合は勇気ある判

断をお願いします。 

■認定（ブルベ）・・・       Ｗｅｂ申込期間：５月２０日～７月２３日 

URL  http://www.bike-joy.com/Sanin1300.htm  ※検索 ⇒ ・さんいん１３００・ 
＊ 

＊ 
 

 

ルートＮリボーン＊＊100ｎ＊ナショナルブルべ 

「ルート１００エヌ」パイロット企画調整中Ⅱ／「外堀内堀多様性」に向き合う理由 
 

「もはや戦後ではない」と言われた昭和３１年の第一次ブームからの忘れ物、『自転車の多様性問題』。それ

に向き合うには法律などの『外堀』と、ソフトなどの『内堀』を埋める必要があります。また、アトランタオリンピックで正式種目に採用さ

れ、その前後で遊び方が変わったＭＴＢブームでの見落としに『活動時間の壁』があります。自転車目線で語っていますが、実は日

本全体の問題です！「自転車活用推進法」や「働き方改革」がそれを裏づけています。 
 

継続的に提案しているナショナルブルベは、平成のエコ系インバウンド型自転車ブームで一大勢力となっているＰＢＰ型ブルベと基

本的には同じですが、そこに【外堀内堀多様性】という日本の実情問題が潜んでいます。ＰＢＰ型ブルベの運営形態では、ナショナ

ルブルベに関しては、提案も運営も出来ないのが日本の実情（注）です。 
 

当会では、第一次ブームからＭＴＢブーム前夜までを牽引した今井彬彦編集長や鳥山新一博士の想いを引き継ぎ、ナショナルブ

ルベの可能性を実験企画「三種のツーリングコンペティション」として模索して来ました。しかし、限界もありました。 
 

そして平成３０年。サイクルエイドジャパン、サイクル県やまぐちＰｒｏｊｅｃｔ、ＪＣＡ、自転車活用推進議員連盟、Ｊプロツアーとの距離が

急激に縮まり、諦めかけていた「サイクリングとはレースを含むスポーツサイクリング全般」とするＵＣＩの理念を、日本でも再び提唱で

きると少し喜んでいるところです。その中で、ＭＴＢラリーレイド由来の「ツーリングコンペティション」から、ＵＣＩのレギュレーションにも

ある「サイクリング・フォア・オール」へ表現を変えて、山口県でパイロット企画を先行実施しつつ、公的組織が認定するナショナルブ

ルベを構築出来れば、その先に「自転車市民権」や「サイクリングの自由法」を獲得した未来が待っていると確信します。 
 

※注：日本の実情とは、自転車市民権という山の登頂までの現在地を考えた場合、登頂ルートを探して未だ麓をウロウロしている状態であり、ＵＣＩ的なサイクリングへの理解が進んでい

ないと言う事です。しかし欧米スタイルが日本で実現できる可能性は低くいと思われます。それは外堀としてのサイクリングの法的根拠、内堀としての自転車ソフトの標準化、そして多

様性としての、マナーアップ、インフラ整備、人材育成、活動時間の確保等々、課題が山積みだからです。ブームを繰り返す日本的サイクリングについては下記ＵＲＬをご参照下さい。 

http://www.bike-joy.com/rNr.htm 
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